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友
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入
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入
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。
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て
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ま
す
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スウェーデンで学ぶ日本人留学生にインタビュー ! 留学のホンネに迫ります。

5万以下
2人

6~8万
5人

9~11万
2人

12~14万
5人

15~17万
1人

18~29万
2人

月の生活費は？(家賃除く )

一月あたりの生活費、平均は 8 万円でした。た

だし人によってかなり差があるようです。一番低

い人で約4万円、一番高い人は約20万円でした。
今回は家賃を入れずにアンケートを取りましたが

家賃はどこもだいたい８万円ほど。自炊派か外

食派か。どのくらいの頻度で海外旅行に行ってる

かなどで差が出たみたいです。基本的にスウェー

デンは非常に物価が高いです外食はどこもだい

たい 2 千円超。日本と同じ感覚で生活をしてい

るとちょっと危険かも ...

留学中の海外旅行、どこ行く？どこ行った？

スウェーデン留学中の海外旅行について聞いてみました。アン

ケートに答えてくれた方全員が旅行に行っていました。スウェー

デン近くのノルウェー、フィンランド、デンマークからドイツ、イ

ギリス、イタリア、スペイン、ベルギー、オーストリア、チェコ

東欧諸国、バルト三国などなど留学中にヨーロッパ制覇しようと

意気込んでいる人がたくさんいるようです。ヨーロッパだけでな

く来年のボスキャリに控えアメリカへの旅を考えている人もちら

ほら。

日本との違いは？

授業に対する姿勢

そもそも言語の壁があること

で、単純な指示やアドバイスを

聞き流してしまうことがある。
わからないことのほうが多い

分、能動性が求められる。自

由時間が多い、モチベが高い

人が多い、物価が高いので節

約生活、自然がおおいので外

に出ることが増えたことです。
ナチュラルに周りを気にしすぎ

ていないというか，各々が自

分のしたいことを把握して，責

任をもって行動をしているとこ

ろ。留学生の多さ、欧州旅行

のしやすさ、ストレスなく生活

できること。グループワークや

プレゼンが多いこと！・

印象に残ったことは？

日曜市で詐欺にあったこと。それぞれ

の国によって英語の発音がまったく違

い、発音でどこの国の出身かけっこう分

かることに驚きました。とにかく物価が

高い。ヨーロッパは格安航空が発達し

ているので、移動自体に大きな費用が

かかることはないが、レストランなどで

食事をとると日本の 3-5 倍費用がかかる

ことが頻繁にある。パーティーに行って

朝まで遊んで、そのまま見た朝日の綺

麗さが印象に残っている。太陽沈むの

が早すぎる。コリドーメイトはほとんどが

ヨーロッパから来ており、最初は相手に

されなかったり、英語が通じなかったり、
心が折れたが、2 ヶ月ほどかけて少し

ずつコミュニケーションが取れるように

なり、今では一緒にご飯を作って食べた

りするようになったこと。

　　 一言語はスウェーデン語ですが英語と言って

もいいくらいみんな英語が喋れます。留学先の

KTH ではもちろん街中でも。スウェーデン語ができ

なくて困った経験は一度もありません。というのもテ

レビやネットの情報が基本的英語のため小さい頃か

ら自然と英語に触れる生活をしているのだそう。ま

た移民も多く、ハーフの子もたくさんいます。

第

　　 遅くまで開いているお店が非常に少ないです。
実はここにもセブンイレブンがあるのですが 24 時

間開いている店舗はほぼありません。日曜完全休

業も珍しくないです。この文化スウェーデンだけで

なくヨーロッパ全体がそうみたいです。自分や家族

といる時間を大切にしようとするスウェーデンの人々

の心意気が感じられますね。皆さんはどちらがいい

ですか ( 笑 )

夜

     ウェーデンの冬は寒さだけなく日照時間の短

さも特徴の一つです。日が出るのは 9 時すぎ、15

時にはもう真っ暗になってしまいます。気持ちが落

ち込みやすいと言われているのでビタミン D を取る

ようにしていますが現地の子は特に何もしていない

そう。結局は慣れですね。

ス

　　ャッシュレス、セルフレジの文化が完全に浸透

しています買物は基本カード決済バスや電車等公共

交通機関もカードやアプリで支払います” SWISH”

という個人番号 ( マイナンバーのようなもの ) と紐づ

けられたスウェーデン特有の電子決済サービスがあ

りスウェーデン人はそれを使っている場合がほとん

どです私も半年ほど生活を送ってきましたが現金を

使ったことは 1,2 回しかありません。

キ

Hej!
スウェーデン
　留学体験記 ver2

今回も秋号に引き続きスウェーデンからお送りします ( 夏号もみてね )。
今号はスウェーデンの暮らし、インタビュー編です。

主都：ストックホルム    通貨： クローナ (13.26/ 円 )

人口：1022 万人　　　 物価 : 比較的高い

面積：45 万 km²

言語：スウェーデン語

時差：‐8時間

　　 ( サマータイム中は -7 時間 )

----- How`s Swedens Life ----- How`s Swedens Life

        Sweaden Basic Data      ----- Sweaden Basic Data -----

----- Ryugaku Q&A ----- Ryugaku Q&A
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アクティブプラン採択団体特集

ロボット遊交部からくり
アクティブプランとは

　アクティブプランとは、芝浦工業大学後援会事務局が実施している学生
の課外活動を支援する制度です。審査に通った団体が、必要経費の最大４
分の３の支援を受けることができます。
　現在、13 団体が支援を受けて活動を行っておりユニークな活動を行っ
ています。私たち、学生情報誌「tot」もこのアクティブプランを利用し
ています。
　今回は、この制度を利用している団体の一つ「ロボット遊交部からくり」
の活動の様子をインタビューしてきました！

̶活動内容を教えてください。
　普段大宮キャンパスで授業を受ける 1~2 年生
が中心となって現在 33 人で活動しています。
　主な活動内容は、小学生を対象としたロボッ
ト工作教室などの運営です。普段はイベント準
備として、ロボットをより作りやすくするため
の寸法合わせや小学生がパーツの角でけがをし
ないように削る作業などを平日に週２シフト制
で活動しています。

ロボット遊交部からくりについて

̶力を入れている活動を教えてください
　特に大きなイベントとしては、「見沼区ロ
ボット工作教室」です。今年で、17 回目とな
るこの教室は、地域の小学生 100 人ほどが集
まって部員と一緒にロボットを作ります。今
年は、ブルドーザーを製作して実際に運搬し
てみたり、戦わせてみたりする予定です。
　他にも、大宮祭や芝浦祭に参加するほか、
夏休みのペットボトルロケット工作教室や小
学校や公民館に呼ばれてイベントを開催する
こともあります。

̶他の団体に自慢できることややりがいを教えてください。
　私たちは、ものづくりの楽しさを小学生に伝えることを目的に活動を
行っています。一緒にロボットを製作して完成した時に見せてくれる笑顔
などイベントを楽しんでくれていることを実感し、それが活動のやりがい
になっています。
　また、開催するイベントのほとんどは一から自分たちで運営します。イ
ベントの企画や運営など他の大学生が経験できないことをできるのはこの
部活の強みだと思います。

公式HP 公式 Twitter 公式 Instagram
取材協力：ロボット遊交部からくり　　取材・編集：田山

小学生にものづくりの楽しさを伝
えるために、日々イベント準備に
励むロボット遊交部からくりの活
動に興味を持った方は、ぜひ各
QR コードより活動をのぞいてみ
てください！

イベントの様子

夏休みに行われる
ペットボトルロケット工作教室̶これからの目標を教えてください。

　からくりについてもっと多くの人に知ってもらいたいです。知名度が
上がることでイベントでできることの幅が増え、イベントの規模を大き
くしたり回数を増やしたりすることができます。そして、もっと多くの
小学生にものづくりの楽しさを知ってもらいたいです。

アクティブプランについて

　特に、ロボットを小学生に製作してもらう
ために用いる説明書づくりのときには、部員
全員でどうやったら小学生にわかりやすく伝
わるのか文章を考えたり、イラストを描いた
りするのでとても苦労します。でも、体験し
てみてよかったという人がたくさんいるから
こそこの活動は続けていきたいです。

̶アクティブプランのメリットを教えてください。
　まずは、金銭的なメリットがあります。部活の財源では手の届かない高
価な機械が使えるようになり、ロボットのクオリティが高くなりました。
よって、様々な動きができるので、より小学生に喜んでもらえるようにな
りました。
　また、自分たちの活動を客観的に見る機会が増えました。アクティブプ
ランで活動するにあたって、自分たちの活動を大学や保護者の方にプレゼ
ンする機会が何度かあるので、自分たちの活動の目的を振り返ることがで
き、誇りをもって活動ができていると思います。
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前
回
の
大
口
裕
之
先
生(

応
用
化
学
科)

に
続
い
て

久
し
ぶ
り
の

『白
熱
教
室
』。
画
像
処
理
・
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
研
究
室
の
プ
レ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
チ
ン
タ
カ
先

生

(

以
下

チ
ン
タ
カ
先
生

)

に
お
話
を
伺
っ
て
き
ま

し
た
。
電
子
工
学
科
内
で
は
お
馴
染
み
の
先
生
で
す
。

チ
ン
タ
カ
研
PR

　

研
究
室
の
学
部
生
が
米
国
電
気
電
子
学
会
の
学
術

雑
誌
に
掲
載
。
こ
れ
が
国
内
で
初
め
て
の
論
文
賞
の

受
賞
と
な
っ
た
。
自
分
の
研
究
室
か
ら
学
生
が
こ
の

よ
う
な
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
は
大
変
嬉
し
い
と
語
っ

た
。

　

就
活
も
チ
ン
タ
カ
研
は
強
い
。
日
本
の
有
名
企
業

は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
の
有
名
企
業
に
決
ま
っ
た
学
部

生
も
い
る
。

　

チ
ン
タ
カ
先
生
、
今
回
は

『白
熱
教
室
』
の
取
材

を
お
引
き
受
け
下
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
は
簡
単
に
自
己
紹
介
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

—
—

チ
ン
タ
カ
先
生
に
つ
い
て
、

　

工
学
部
電
子
工
学
科
、
画
像
処
理
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
研
究
室
の
プ
レ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
チ
ン
タ
カ
で
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
で
す
。

・
AI
を
使
っ
た
画
像
処
理

・
車
い
す
の
自
動
化

・
災
害
地
派
遣
ド
ロ
ー
ン

に
つ
い
て
研
究
室
で
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

—
—

チ
ン
タ
カ
先
生
の
来
日
経
歴

20
歳
の
時
に
ス
リ
ラ
ン
カ
の
大
学
を
中
退
し
て
、
ス

リ
ラ
ン
カ
の
交
換
留
学
生
と
し
て
日
本
に
来
ま
し
た
。

米
子
高
専
三
年
生
に
編
入
し
、
そ
の
後
三
重
大
学
に

進
学
し
ま
し
た
。
三
重
大
学
で
学
士
号
と
修
士
号

を
取
り
、
30
歳
で
名
古
屋
大
学
で
博
士
号
を
取
り
ま

し
た
。
研
究
を
続
け
る
に
も
お
金
が
か
か
り
ま
す
。

当
時
は
研
究
関
連
の
仕
事
や
、
英
語
も
話
せ
た
の
で

通
訳
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
国
立
大
学
だ
っ
た
の

で
何
と
か
自
力
で
稼
ぎ
な
が
ら
続
け
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
名
古
屋
大
学
を
出
た
後
は
東
京
理
科
大

学
で
４
年
間
助
教
を
し
、
そ
し
て
２
０
１
６
年
４
月
に

芝
浦
工
業
大
学
に
来
ま
し
た
。

—
—

先
生
に
と
っ
て
日
本
と
は
、

　

な
ぜ
日
本
に
行
こ
う
と
思
わ
れ
た
の
で
す
か
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
の
自
宅
に
ホ
ン
ダ
の
バ
イ
ク
と
ト
ヨ
タ
の

車
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
日
本
の
技
術
力
の
高
さ

に
感
銘
を
受
け
て
日
本
に
つ
い
て
色
々
と
調
べ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。
調
べ
て
い
く
う
ち
に
日
本
の
服
・

食
等
、
日
本
の
文
化
に
も
興
味
を
持
ち
、
い
つ
か
日

本
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
は
イ
メ
ー
ジ
と
違
い
ま
し
た
か
。

　

は
い
。
日
本
は
調
べ
た
り
聞
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と

は
違
い
ま
し
た
。
２
０
０
０
年
に
日
本
に
来
て
最
初
の

１
年
目
は
渋
谷
の
近
く
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
当
時
の

渋
谷
に
は
ガ
ン
グ
ロ
が
多
く
存
在
し
て
い
て
日
本
が
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

(

笑

)

。
ま
だ
日
本
語
を

話
せ
な
か
っ
た
時
期
な
の
で
。
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

日
本
語
を
あ
る
程
度
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ガ

ン
グ
ロ
の
方
に
話
し
か
け
て
み
ま
し
た

「そ
れ
は
何
で

す
か
？
」
と
。
「フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
返
さ
れ
さ
ら
に

よ
く
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
日
本
人
は
日
本
語
中
心
で
生
活
し
て
い

る
な
と
も
思
い
ま
し
た
。
日
本
人
は
私
の
よ
う
な
外

国
人
に
も
日
本
語
で
話
し
か
け
る
ん
で
す
よ
ね
。
ス

リ
ラ
ン
カ
で
は
絶
対
に
な
い
光
景
で
す
。
日
常
会
話

は
ス
リ
ラ
ン
カ
語
で
も
見
る
か
ら
に
外
国
の
方
に
は
英

語
を
使
う
の
で
。

—
—

ド
ロ
ー
ン
と
の
出
会
い
、

　

ド
ロ
ー
ン
は
理
科
大
で
助
教
を
し
て
い
た
時
に
教
授

の
研
究
分
野
で
あ
っ
た
ド
ロ
ー
ン
を
一
緒
に
や
ら
な
い

か
と
言
わ
れ
て
始
め
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
は
当
時
は

ま
だ
無
名
で
し
た
の
で
、
移
動
と
飛
行
が
可
能
な
ロ

ボ
ッ
ト
の
開
発
と
い
う
の
は
当
時
、
と
て
も
最
先
端
な

こ
と
で
し
た
。
今
の
ド
ロ
ー
ン
の
普
及
に
貢
献
で
き
た

か
な
。
貢
献
で
き
て
い
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

—
—

研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

　

チ
ン
タ
カ
先
生
の
研
究
テ
ー
マ(

画
像
処
理
、
車
い

す
の
自
動
化
、
災
害
地
派
遣
ド
ロ
ー
ン)

に
つ
い
て
詳

し
く
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

—
—

画
像
処
理
に
つ
い
て
、

　

画
像
処
理
は
三
重
大
学
在
籍
中
に
興
味
を
持
っ
て

か
ら
今
で
も
続
け
て
い
る
研
究
で
す
。
画
像
を
構
成

す
る
一
つ
一
つ
の
粒
で
あ
る
画
素
に
は
値
が
あ
っ
て
そ

れ
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
例
え
ば
自
動
運
転
と
か
に

活
用
で
き
る
ん
で
す
よ
。
画
像
か
ら
物
体
認
識
結
果

が
見
え
る
の
で
、
見
た
ま
ま
の
こ
と
が
分
か
り
や
す

く
結
果
と
し
て
出
て
く
る
と
こ
ろ
が
好
き
な
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

シバフェッショナル
研究の流儀 プ

レ
ー

マ
チ
ャ
ン
ド
ラ

・

チ
ン
タ
カ
先
生

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
電
子
工
学
科

画
像
処
理

・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
研
究
室

個性を守りながら進む道を

白
熱

教
室



白
熱

教
室

—
—

車
い
す
の
自
動
化
に
つ
い
て
、

　

車
い
す
の
自
動
化
の
研
究
は
学
生
か
ら
の
提
案
で
コ

ロ
ナ
禍
に
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
ど
う
す
れ
ば

よ
り
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
方
が
暮
ら
し
や
す
く
な
る

の
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
考
え
ま
し
た
。
手
元
の
ス

テ
ィ
ッ
ク
で
運
転
で
き
る
電
動
車
い
す
っ
て
既
に
あ
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
最
近
だ
と
脳
波
を
読
み
取
っ
て
動

か
す
タ
イ
プ
と
か
。
で
も
障
が
い
の
あ
る
方
に
と
っ
て

手
元
の
操
作
や
、
脳
波
を
送
る
こ
と
す
ら
負
担
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。
な
ら

ば
目
的
地
を
伝
え
れ
ば
ラ
イ
ン
ト
レ
ー
サ
ー
の
よ
う

に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
沿
う
よ
う
な
車
い
す
を
作
る
こ
と

で
解
決
で
き
る
の
で
は
と
。
い
わ
ば
自
動
運
転
の
車
い

す
で
す
。
AI
が
画
像
処
理
を
し
、
標
識
・
信
号
を

見
分
け
て
自
動
運
転
と
い
う
の
が
こ
の
研
究
の
目
標
で

す
。

—
—

災
害
地
派
遣
ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
、

　

災
害
地
は
地
上
に
多
く
の
障
害
物
が
あ
り
ま
す
。

災
害
地
で
ド
ロ
ー
ン
を
使
う
メ
リ
ッ
ト
は
、
地
上
で
は

困
難
な
道
の
り
で
も
空
な
ら
一
瞬
で
駆
け
つ
け
る
こ
と

が
出
来
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
空
か
ら
だ
と
広
範
囲

の
捜
索
が
可
能
な
た
め
、
救
助
の
点
に
お
い
て
も
優

れ
て
い
ま
す
。

　

た
し
か
に
空
は
障
害
物
も
な
く
て
、
移
動
の
面
で
は

効
率
的
で
す
ね
。
一
つ
質
問
な
の
で
す
が
、
上
か
ら

だ
と
隠
れ
て
し
ま
う
箇
所
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

ド
ロ
ー
ン
に
ス
ピ
ー
カ
ー
と
マ
イ
ク
搭
載
し
ま
す
。

例
え
ば
「誰
か
い
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か
け
る
ん
で
す
。

返
事
が
あ
れ
ば
マ
イ
ク
で
音
を
拾
っ
て
位
置
を
特
定
し

ま
す
。
で
す
が
、
こ
こ
で
一
つ
大
き
な
問
題
が
あ
り

ま
す
。
な
ん
で
し
ょ
う
！

　

ド
ロ
ー
ン
と
い
え
ば
羽
の
音
で
す
か
ね
。

　

そ
の
通
り
で
す
。
マ
イ
ク
と
羽
が
近
い
の
で
マ
イ
ク
で

拾
っ
た
音
か
ら
ド
ロ
ー
ン
の
羽
の
音
を
消
す
こ
と
が
課

題
で
す
。
こ
れ
も
AI
の
チ
カ
ラ
を
使
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
独
自
の
AI
の
学
習
方
法
で
AI
に

羽
の
音
の
パ
タ
ー
ン
を
学
習
さ
せ
ま
す
。
学
習
し
た

ド
ロ
ー
ン
の
羽
の
音
の
パ
タ
ー
ン
を
混
合
音
声
か
ら
引

く
こ
と
が
出
来
れ
ば
ク
リ
ア
な
音
に
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
こ
れ
も
最
終
的
に
は
AI
に
任
せ
る
予
定
で

す
。

—
—

研
究
を
す
る
意
義
と
は
、

　

科
学
は
長
い
研
究
の
証
で
す
。
昔
の
研
究
者
た
ち
の

知
識
を
を
今
の
私
た
ち
が
消
費
を
し
て
い
る
の
で
す
。

研
究
を
す
る
と
い
う
の
は
次
の
世
代
の
た
め
に
新
し
い

知
識
を
作
り
出
す
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
人
類
の
た
め
に

新
し
い
研
究
を

　

新
た
な
知
識
を
作
る
こ
と
で
人
間
は
豊
か
に
な
り
ま

す
。
将
来
の
世
代
が
よ
り
豊
か
に
暮
ら
せ
ら
れ
る
た

め
に
、
今
私
た
ち
が
研
究
を
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

研
究
は
興
味
の
あ
る
人
だ
け
で
い
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
興
味
の
な
い
人
に
と
っ
て
は
難
し
い
こ
と
だ
し
、

何
よ
り
楽
し
く
な
い
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
人
は
研

究
を
続
け
る
こ
と
が
難
し
い
で
す
し
、
新
し
い
発
想

を
持
て
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
無
理
に
研
究
を
さ
せ
た
い

と
も
思
い
ま
せ
ん
。
興
味
を
持
っ
た
人
だ
け
で
い
い
の

で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
最
初
興
味
が
な
い
こ
と
で
も
、
研
究
を

続
け
て
い
く
う
ち
に
興
味
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

自
分
の
ド
ロ
ー
ン
が
そ
う
で
し
た
。
大
学
に
い
る
間
は

色
々
な
こ
と
に
触
れ
ま
す
し
、
出
会
い
や
き
っ
か
け

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
学
生
に
は
こ
れ
ら
を
大
事

に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
興
味
の
持
て
る
こ
と

を
み
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
。

—
—

学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

　

先
程
の
こ
と
と
被
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
学
生
の

う
ち
に
色
ん
な
事
に
興
味
を
持
つ
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す

か
ね
。
何
事
も
楽
し
く
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
個
性
を
守
り
な
が
ら
進
む
道
を
選
ん
で

ほ
し
い
で
す
。
自
分
の
得
意
な
こ
と
や
苦
手
な
こ
と
、

好
き
な
こ
と
や
好
き
じ
ゃ
な
い
こ
と
、
自
分
の
向
き

不
向
き
を
し
っ
か
り
と
知
る
。
し
っ
か
り
と
知
っ
た
上

で
自
分
の
今
後
進
ん
で
い
く
道
を
選
ん
で
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

—
—

レ
ポ
ー
ト
課
題
に
つ
い
て
、

　

レ
ポ
ー
ト
が
大
変
だ
と
か
辛
い
と
感
じ
て
い
る
学
生

さ
ん
は
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
の
経

験
が
何
に
な
る
ん
だ
と
思
っ
て
い
る
学
生
さ
ん
も
い
る

で
し
ょ
う
。
た
し
か
に
、
す
ぐ
何
か
成
果
と
し
て
現

れ
る
モ
ノ
で
は
な
い
で
す
か
ら
そ
う
感
じ
て
し
ま
う
気

持
ち
も
わ
か
り
ま
す
。
私
自
身
も
学
生
の
負
担
は
軽

く
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
レ
ポ
ー

ト
の
経
験
は
社
会
に
出
て
か
ら
役
に
立
ち
ま
す
。
企

業
に
入
れ
ば
色
々
な
締
め
切
り
に
追
わ
れ
ま
す
。
そ

れ
を
企
業
に
入
っ
て
困
る
で
は
遅
い
の
で
す
。
こ
れ
を

学
生
の
う
ち
に
慣
れ
て
お
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
社
会

に
出
た
時
の
一
歩
目
で
つ
ま
ず
か
な
く
な
る
で
し
ょ

う
。
レ
ポ
ー
ト
は
そ
の
練
習
で
す
。

　

チ
ン
タ
カ
先
生
、
改
め
て

『白
熱
教
室
』
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
お
引
き
受
け
下
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ
に
て
白
熱
教
室
プ
レ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
・

チ
ン
タ
カ
先
生
編
終
了
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
取
材
・
編
集　
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一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
と
は
・
・
・

一
眼
カ
メ
ラ
と
は
、
本
格
的
に
写
真
を
趣
味
に

し
た
い
人
や
写
真
を
と
っ
て
記
録
し
た
い
と

い
っ
た
高
画
質
の
写
真
を
撮
影
で
き
る
カ
メ
ラ

で
す
。

ミ
ラ
ー
が
内
部
に
搭
載
し
て
お
り
、そ
の
ミ
ラ
ー

で
反
射
さ
せ
た
映
像
を
光
学
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を

通
じ
て
撮
影
す
る
と
い
っ
た
カ
メ
ラ
で
で
す
。

一
番
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
レ
ン
ズ
交
換

で
は
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
や
単
焦
点
レ
ン
ズ
な
ど
、

終
点
距
離
や
表
現
で
き
る
ボ
ケ
感
の
異
な
る
レ

ン
ズ
を
使
い
、
撮
影
す
る
シ
ー
ン
や
好
み
の
写

真
の
雰
囲
気
に
合
わ
せ
た
レ
ン
ズ
を
使
い
分
け

を
し
て
よ
り
表
現
力
の
高
い
写
真
の
撮
影
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

上
手
に
写
真
を
取
る
た
め
の
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ

１
つ
目　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度

２
つ
目　

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド

３
つ
目　

Ｆ
値

１
つ
目　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度   

Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
は
、「
イ
ソ
感
度
」
ま
た
は
、「
ア

イ
エ
ス
オ
ー
感
度
」
と
読
み
、
レ
ン
ズ
に
入
っ

て
来
た
光
の
量
を
ど
れ
だ
け
増
幅
す
る
か
調
節

す
る
機
能
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
含
む
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は

レ
ン
ズ
を
通
じ
て
光
を
取
り
込
み
、
そ
の
光
を

カ
メ
ラ
の
本
体
に
設
置
さ
れ
た
セ
ン
サ
ー
部
分

に
あ
て
、
当
た
っ
た
光
を
電
気
信
号
に
変
換
し

て
フ
ァ
イ
バ
ー
上
に
投
影
す
る
こ
と
で
写
真
と

な
り
ま
す
。Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
を
上
げ
る
と
、
カ
メ
ラ

は
セ
ン
サ
ー
に
入
っ
て
き
た
光
を
増
幅
さ
せ
る

た
め
に
、
明
る
い
写
真
に
仕
上
が
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
を
上
げ
れ
ば
、
暗
い
場

所
の
撮
影
で
も
、
明
る
い
仕
上
げ
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
を
上
げ

る
と
明
る
く
な
る
反
面
、
写
真
に
ノ
イ
ズ
が
か

か
り
画
質
が
荒
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

２
つ
目　

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
は
、
カ
メ
ラ
に
光
を
取

り
入
れ
る
時
間
を
調
節
す
る
装
置
で
あ
る

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
開
け
閉
め
す
る
時
間
の
間
隔
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
を
増
減
さ
せ
る
こ
と
で

明
る
さ
と
、
動
き
の
表
現
を
変
化
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー

ド
を
速
く
し
た
場
合
、
光
を
取
り
組
む
時
間
が

短
い
た
め
、
カ
メ
ラ
に
入
る
光
の
量
が
減
る
た

め
、
写
真
が
暗
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
瞬
を

撮
影
す
る
た
め
、
ぶ
れ
に
く
い
の
が
特
徴
で
あ

り
ま
す
。そ
の
た
め
動
物・車・ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ

た
素
早
く
動
く
被
写
体
を
撮
影
す
る
と
き
に
使

わ
れ
ま
す
。

反
対
に
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
す
る

と
、
取
り
込
む
光
の
量
が
増
え
る
の
で
、
写
真

が
明
る
く
な
り
ま
す
。
た
だ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
が

ゆ
っ
く
り
閉
ま
る
の
で
、
被
写
体
が
ぶ
れ
や
す

く
な
る
。
そ
の
た
め
、
星
の
撮
影
や
動
か
な
い

被
写
体
を
明
る
く
取
り
た
い
シ
ー
ン
で
多
用
さ

れ
ま
す
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
意
図
的
に
ぶ
れ
た
写
真
を
取

れ
た
い
、
暗
い
所
で
も
明
る
く
取
れ
た
り
で
き

ま
す
。

３
つ
目　

Ｆ
値

Ｆ
値
の
Ｆ
はfocal

の
略
で
、
日
本
語
で
絞
り

値
と
言
い
ま
す
。
絞
り
と
は
、
レ
ン
ズ
か
ら
入

る
光
の
量
を
調
節
す
る
部
品
の
こ
と
で
、
カ
メ

ラ
で
は
な
く
レ
ン
ズ
の
中
に
備
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

Ｆ
値
を
小
さ
く
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
あ
ま
り
絞
ら

な
い
こ
と
に
な
り
、
光
の
入
る
穴
の
開
き
が
大

き
く
な
る
た
め
、
光
を
多
く
取
り
込
み
、
明
る

い
写
真
が
と
れ
、
ぼ
け
す
写
真
が
取
れ
ま
す
。

Ｆ
値
を
大
き
く
す
る
と
穴
が
小
さ
く
な
る
た
め
、

光
の
取
り
込
み
量
が
少
な
く
な
り
、
写
真
が
暗

く
な
り
景
色
全
体
を
く
っ
き
り
と
撮
影
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼　
ｓ
ｓ
速
い　
　
　
　
▼　
ｓ
ｓ
遅
い

▼　
Ｆ
値　
小　
　
　
　
▼　
Ｆ
値　
大
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クロスワードを解いて
  プレゼントを貰おう！
～赤枠の文字をつないで単語を作ろう～

ヨコの鍵

タ
テ
の
鍵

①
餅
を
つ
く
た
め
の
器

②
角
膜
や
水
晶
体
の
表
面
が
歪
む
こ
と

③
浜
辺
で
蛤
や
あ
さ
り
な
ど
を
焼
く
こ
と

④
主
に
ア
メ
リ
カ
で
用
い
る
重
さ
の
単
位

⑥
基
本
単
位
と
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
組
立
単
位
の
総
称

⑧
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
原
料

⑩
お
城
で
ダ
ン
ス
を
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
の
こ
と

⑪
山
梨
県
の
伝
統
的
な
料
理

⑭
動
力
を
与
え
て
動
か
す
こ
と

⑱
４
つ
の
胃
を
も
つ
動
物

⑳
家
畜
や
野
菜
を
育
て
て
生
計
を
立
て
る
人

①高尾山と陣馬山を結ぶ山稜
⑤昔の長さの単位で約 3.03cmと同じ
⑦ハンコを押してできた印影のこと
⑨渋谷を地上 229mから一望できる施設
⑰高さ 120mある仏像のある地名

う ら た か お
① ②

⑧

⑥

⑦

⑯

⑮

⑫

⑩

④③

⑰

⑭

⑪

⑨

⑤

⑬

⑱

⑲

⑳

⑫脳の中で絵や空間を司る部分
⑮江戸と京都を結ぶ道のこと
⑯鵜を操る人のこと
⑬佐渡で保護されている鳥獣
⑲木製で円筒形の容器

クロスワードの答えを右の QR コードから答えよう
（ヒント：芝浦工業大学内にある建物の一つ）
読者アンケートに回答してクロスワードに正解した方
の中から抽選で一名様に電気ケトルをプレゼント

（プレゼントは芝浦生のみ )
詳しくは公式 twitter などをご覧ください
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編 集 後 記

編集長　生命科学科　3年  中村仁美
今回もスウェーデンからお送りしています。留学生活もあっという間、

帰国が間近に迫って来ました。残りのスウェーデンライフ楽しみます！

国際理工学専攻　1年　井島有果子
芝浦祭ではたくさんの方々にご来場いただきました。読者の方から直接

感想を聞く機会も中々ないので、とても新鮮でした！モチベになります！

土木工学科　4年　田山康一
いよいよ 2022 年度の授業も終わりですね。僕は今年で卒業なので色々な

ものが最後になってきました。これが並ぶ頃には卒業論文の目処が立って

いるのでしょうか、、、。次回が最後の tot になると思うので、楽しくかけ

たらなと思います！

情報通信工学科　2年　園田大陽
最近ハマっている一眼レフカメラについての記事を書いてみました。色々

機能があってよくわからないって人は是非見てみてください。

電子工学科　2年　安里好生　
最近は何かのパク r... オマージュした記事しか書いていないような気が

します。作りやすいので忙しさにかまけています。
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